
金
調
印
古
政
志
巻
十
一

ι肌
u
付
民
、
天
徳
院
門
前
地
堺
之
協
に
付
少
し
申
分
仕
底
、
仙
相
川
村
上
主

以
相
拙
問
、
南
は
水
戸
切
、
東
之
方
は
さ
か
ひ
の
株
切
相
詮
無
v
之
。
と

記
絞
し
。
同
時
上
野
村
肝
煎
等
の
寄
付
に
も
、
共
の
岡
田
を
椛
せ
た
り
。

此
の
時
上
野
村
と
の
地
堺
争
論
の
事
b
り
し
と
聞
ゅ
の

馬

。
下

先

天
徳
院
の
下
馬
脱
掛
所
あ
り
し
ゅ
土

K
.
下
馬
先
と
呼
べ
り
。
従
前

は
下
馬
先
に
天
徳
院
の
銀
守
白
山
の
澗
枇
あ
り
て
.
共
の
然
胞
を
下

馬
の
祭
と
栴
し

.
mり
を
此
の
下
馬
さ
き
に
立
て
、
甚
だ
繁
昌
た
り

し
か
ど
、
明
治
元
年
一
柳
仰
混
稀
御
陵
止

K
付
鍛
守
枇
を
股
し
.
夫
れ

よ
り
下
町
内
祭
と
い
ふ
事
も
止
み
た
り
け
り
。

年
柏
町
陀
一
耳
ム
。
明
和
七
年
六
月
前
辻
前
大
納
言
殿
、
信
州
善
光
寺
参

詑
之
由
民
て
金
抑
開
通
行
、
材
木
町
菩
稿
寺
忙
狭
泊
滞
在
中
、
天
徳
貧

国
間
利
へ
出
荷
ら
れ
し
詩
。

金
城
些
外
上
一一-腕
滋
↓

山
務
風
光
堅
一
問
。
相
腕
唱
林
中
忠
替
賦
。

無
v

曲
川
成
々
此
俳
畑
。

O
金
龍
山
天
徳
院

首
寺
は
、
貧
困
寺
と
同
じ
く
奮
草
川
中
は
務
公
の
牌
所
に
て
、
鐙
堂
に

位
牌
を
安
置
せ
ら
れ
・
苛
領
五
百
石
寄
附
あ
り
て
、
紺
wwt
迭
晶
画
あ
り

延
貸
元
年
の
奇
事
言
上
普
及
び
貧
M
四
四
年
の
醤
政
調
書
館
登
路
記

等
に
械
せ
た
り
。
三
州
志
に
去
ふ
。
立
文
十
二
松
雲
公
、
明
伶
'
同
県

和
品
川
を
召
し
、
小
立
野
獣
珠
寺
K
寓
居
せ
し
む
る
事
一
年
徐
也
。
共

の
附
隠
元
、
延
貸
元
年
寂
す
る
を
以
て
、
一

旦
金
裸
を
去
り
、
元
総

二
年
再
び
m
w
k
臨
ヒ
金
調
障
に
来
り
‘
亦
献
珠
寺
陀
寓
居
す
。
此
の
時

天
徳
院
中
K
組
出
削
・
仰
殿
等
を
池
立
せ
ら
れ
・
共
の
池
桜
の
指
法
主

高
泉
に
命
ぜ
ら
る
。
・
同
七
年
に
落
成
.
一
両
泉
三
月
来
的
す
。
凡
そ
金

潔
に
掛
錫
前
後
八
年
と
云
ふ
。
故
陀
天
徳
院
建
法
皆
策
桜
陀
出
づ
。

今
存
す
る
山
門
は
、

治
共
の
治
也
。
今
の
伽
藍
は
.
明
和
五
年
制
火

の
後
の
再
建
左
り
と
云
ム
。
務
雲
公
年
譜
陀
云
ム
。
明
和
五
年
二
月

朔
日
五
キ
時
小
立
野
天
徳
院
方
丈
よ
り
出
火
、
諸
堂
不
ν
残
焼
失
。
二

王
門
井
左
方
回
廊
露
堂
之
二

-門

表
門

裏
門
銀
守
枇
費
総
・土

鋭
部
制
抽
出
る
。
御
位
牌
無
込
町
質
問
寺
へ
遜
座
。
川
神
楽
の
貨
物
倒
具

等
山
有
v
之
分
不
ν
時
間
焼
失
。
扇
州
制
も
附
叫
に
三
枚
山
ν
之
、
子
ν
今世
叶
在
す

る
の
み
。
と
い
へ
り
。
千
衣
按
宇
る

K
.
明
和
五
年
の
火
災
K
取
出

し
た
る
局
制
は
、
本
堂
に
掛
け
た
る
背
氏
大
宗
澗
の
扇
制
と
、
モ
の

左
右
K
掛
け
た
る
聯
と
三
枚
左
り
。
此
の
分
は
本
堂
の
仰
前
に
か
け

あ
り
し
放
に
、
取
敢

へ
宇
取
出
し
た
る
に
や
。
陽
腕
公
以
下
三
篠
山
笠

金
部
古
政
志
巻
十
一
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し
か
ど
、
廃
務
の
後
前
回
氏
は
榊
葬
祭
K
改
め
ら
れ
.
明
治
七
年

間
時
堂
に
安
置
の
佐
川
門
主
出
国
し
‘
鍵
蛍
を
ば
破
却
せ
ら
れ
た
り
。
抑
電

話
寺
の
来
隠
は
、
延
費
二
年
の
由
来
舎
に
云
ム
。
営
寺
草
創
者
天
徳

院
殿
逝
去
之
閉
式
年
元
利
九
年
K
.
天
徳
院
殿
符
ロ
御
菩
提
所
一
微
妙
公

建
立
被
ν
震
ν
成
、
共
段
二
代
将
軍
台
徳
公
之
上
聞
に
被
v
建
庭
、
民
州
長

安
寺
亙
山
和
尚
ね
上
窓
を
以
位
持
被
=
仰
付
↓
然
北
h
E
山
、
北
国
下
向

之
儀
御
慈
許
に
預
り
度
官
訴
筒
巾
上
市
内
土
井
大
炊
一
闘
を
穏
a
上
使
一

天
徳
院
閉
山
に
被
=
成
下
一
之
旨
上
意
に
付
、
御
務
申
上
、
党
永
元
年
六

月
岱
寺
へ
入
院
。
同
年
七
月
天
徳
院
殿
之
三
回
忌
御
法
合
・焼
呑
相

勤
。
笠
二
年
夏
微
妙
公
江
湖
被
=
仰
付
一
一
附
数
五
百
人
一
合
執
行
。
放
民

館
院
之
本
寺
は
房
州
長
安
寺
に
て
有
ν
之
。
と

b
り
。
=
一州
志
衆
国
概

党
附
録
K
云
ふ
。
天
徳
君
臨
岱
に
よ
り
、
翌
元
利
丸
年
微
妙
公
建
立
.

側
東
よ
り
互
山
泉
掛
川
和
怖
を
召
し
て
開
山
と
す
。
一
本
立
永
元
年
に

作
る
と
い
へ
り
。
平
次
按
宇
る
に
、
能
登
図
鹿
島
郡
中
嶋
村
定
林
寺
の

本
骨
時
制
押
迦
如
来
は
鐙
像
怠
る
に
依
っ
て
.
利
常
卿
天
徳
院
を
建
立
し

給
ム
頃
、
本件
4
K
可
ν
被
ν
成
と
の
事
に
て
、
迭
に
刊
訂
宮
登
り
け
る
成
、

加
州
津
幡
賜
に
至
り
、
俄
花
笠
く
友
り
、
辿
も
入
力
K
及
び
雄
く
‘

弁
書
戻
し
け
れ
ば
容
易
か
り
し
ゅ
主
、
再
び
定
林
喝
へ
返
さ
れ
し
と

K
掛
け
あ
り
し
扇
繍
共
は
悉
く
焼
失
す
。

三
銭
堂
府
側
刷
聯
之
潟
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